市民参加ガイドラインの改訂について（案）
１　これまでの取組経過

　　京都市市民参加フォーラムに市民参加ガイドライン部会を設置し，課題や改善策を議論し，項目整理をしてきた。

２　今後の課題

　①　市政参加の項目を中心に，これまでに項目整理をしたものを文章化する。

②　従来の同ガイドラインでは，市政への参加が中心に記述されているため，あまり触れられていない市民活動についての扱いをどのようにするか。

３　今後の市民参加ガイドライン改訂作業の方向性

　①　職員が直面している課題に対応できるガイドとするため，市職員が地域に入って市民と一緒に活動する際に，壁にぶち当たったり悩んだりしていることに対して，その解決のためのガイドとなるものを作成する。

　　　そこで，昨年度開催した市民参加円卓会議に参加した市民参加のベテラン職員の話題を整理するとともに，今年度新たに，若手の職員が地域に入って直面している課題や悩みを聞く研修を実施し，どのように展望を見出せば良いかを整理し，これを元にガイドを作成する。

　②　①の研修では，現在乾座長や市民参加のベテラン市職員を中心に立上げを準備している市民参加応援隊（通称：てらＧ）のデビューとして，企画や運営に協力してもらう。

　③　市民活動の分類を行い，代表事例と参考文献の紹介を盛り込み，職員が市民活動に関わるに当たって参考にできるものとする。
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